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要 旨 薬剤師は質の高い医療薬学の実践と研究が求められ，医師とは違った視点からのエビ
デンスの発信および薬物療法の科学性を評価する役割を果たすことが期待されてい

る．関信地区国立病院薬剤師会では，臨床研究を志す薬剤師を対象に臨床研究推進研修会（以下,
研修会）を開催している．研修会の取り組み内容および本質的成果を中長期的視点から評価し，
実施体制や内容等についての検討を行うため，2014年度から2017年度までの研修会受講者62名，
受講者の所属部科長28名を対象にアンケート調査を行った． 研修会で最も役立った講義内容は，
研究テーマの探索に関する講義48%（25名），文献検索に関する講義・演習19%（10名），臨床研
究デザインに関する講義17%（９名）の順であった．受講者の所属部科長を対象とした研修会受
講開始前（開始前），研修会受講終了以降（終了以降）の２期間での受講者に対する研究意欲へ
の評価結果については，受講者が開始前に「積極的になっているようであった」と感じているの
は60%（12名），終了以降は70%（14名）であった．研修会の受講が受講者に対してよい影響を
与えたか否かとの問いに対して，90％（18名）が「よい影響を与えた」と回答した．受講者に対
する研修会受講後の中期的なフォローアップについては，20％（４名）が「ぜひ必要」，75％（15
名）が「あればよい」との回答であった．本研修会受講後も臨床研究を続けられるよう，支援体
制の必要性が求められている．受講者の研修期間は１年間であるが，学会発表，論文投稿および
論文掲載に至るまで，研修会後のフォローアップ体制に関しては今後の課題である．本研修会の
内容をさらに磨き上げるとともに，支援体制を構築し研究発信ができる薬剤師を一人でも多く育
成したいと考えている．
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報 告

臨床研究推進を目的とする研修会開催に
よる薬剤師のアウトカムに関する調査：
関信地区国立病院薬剤師会の取り組み
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